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ARMS 我々 の 構 築 し た 化 学 系"Abstract


















ルの足 し合わせ O で定義される｡反応規則ベクト
ルを以下では加法作用素 rkと呼ぶO例えば､状態
Xo- (a,b)- (2,0)にreを適用 した場合は､
Xo-(2,0)◎ト2,1)-(0,1)-Ⅹ1となる｡



















て い る｡Brusselator TWdclの 第2式､4式
では逆反応 を仮定 していないので､A,B が
連続的 に反応槽 に送 り込 まれている(CSTR)
と考 えることがで きる.Brusselator model
を ARMS 力学系 としてみなす と､4つの
加法作用素rk - (A,B,D,E,X,Y)･, rl -
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